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奈良県生駒市立中保育園　主任主幹保育士　桐坂　佳奈

BP1ファシリテーター奮闘記 　  奈良県生駒市

子育て支援の大切さを実感

初めて知ったプログラム　
　平成６年４月から、奈良県生駒市の公立保育園の保育
士として勤務しています。子どもたちと一緒にワクワ
ク・ドキドキの毎日を過ごすことは、悩んだり迷ったり
することもありますが、とても楽しく、多くの方に支え
ていただきながら、今日まで勤務を続けることができま
した。
　令和元年４月より主任主幹保育士として園全体の仕事
をするようになり、園につながる方だけでなく地域の方
への子育て支援の場に行かせていただく機会が増えまし
た。生駒市では、平成25年度からBP1プログラム、令
和元年度からBP2プログラムを実施。他にも様々な子育
て支援プログラムを実施しています。私は主任主幹保育
士になった時にBP1プログラムのファシリテーター養成
講座を受ける機会をいただきました。それまではBPプ
ログラムがどのような内容かは、ほとんど知りませんで
した。

不安と安堵
　BP1ファシリテーター養成講座には令和元年12月に
参加させていただきました。事前にいただいた資料を見
たときは、その量に驚きました。内容を見てみると「心
の安定根」「ピエロバランス」などの聞き慣れない言葉
が出てきたり内容が難しく感じられたりして、私にでき
るのかとても不安に思ったことを覚えています。
　養成講座ではBP1ファシリテーターとして活動するに
あたって必要な心構えや、ファシリテーター用テキスト
やDVD・参加者用テキストなどを使ってセッションの進
め方などを教えていただきました。実際に『受け入れ』
『チェックイン』『主部①②』『結び』『交流タイム』
まで細かく決められており、覚えられるかという不安は
ありましたが、自分がするべきことが明確に決められて
いることがわかり、少しホッとした思いも同時にありま
した。

気持ちを切り替えて
　講座が始まった頃は緊張していましたが、セッション
の中にあるアイスブレイクの「数珠つなぎ自己紹介」や
「似たものさがし」を講座参加者で行うととても盛り上
がり、場の空気が一気に和やかになりました。「他己紹
介」でお互いを知り、壁に貼られたその用紙を見て話の
輪が広がっていく様子を経験していくと、一つ一つのプ
ログラムの内容や順番には色々な意味があるのだと少し
ずつ理解することができました。しかし、場の雰囲気に
慣れてきて、冷静になり周りの参加者を見てみると、遠

方から参加しておられる方も多く、テキストには多くの
付箋や書き込みまであるのが見えました。「私にできる
のだろうか」と後ろ向きな姿勢で臨んでいる私との学び
の姿勢の違いに恥ずかしくなりましたが、講座は先へと
進んでいくので前向きに気持ちを切り替えようと自分に
言い聞かせて臨みました。
　２日目はグループに分かれて実践しました。グループ
の中で、ファシリテーターとプログラムの参加者・記録
者に分かれて、お互いに感じた事をアドバイスし、話し
合いました。私は第1回セッションのチェックインのフ
ァシリテーターを担当しました。トップバッターで緊張
していたこともあり、自分の担当部分を全て立ったまま
進めてしまいました。参加者は座ったままで、参加者と
の距離が近いこともあり、皆さん私に注目するために、
極端に首を上げておられました。そのことに私は全く気
が付かず、参加者から指摘してもらい、初めて気が付き
ました。その後は、他の方のセッションの進め方を見て、
自分を振り返り考えるようにし、学びました。１日目の
講座で学んだことをセッションの中で実際に動いてみる
と本当に難しく、テキストやファシリテーターガイドを
何度も読み込んで、シュミレーションする必要があると
痛感しました。

いよいよ実践の時
　養成講座を受講した次の年、令和２年11月に初めて
の実践をさせていただきました。
　４月には、その年の11月に担当させていただくこと
が分かっていましたので、今まで経験された先生方にお
話を聞いたりセッション記録を見せていただいたりして、
体験談を伺う機会をいただくことができました。実施日
が近づき、子育て支援総合センターの方と打ち合わせを
し、実施計画書の作成などの準備を進めているときには、
いよいよ実践する時が来たのだとドキドキしていました。
テキストやガイド、DVDや養成講座の時のノートを見
直し、自分の担当する部分を声に出して練習しました。

感染予防対策を万全にして
　しかし、新型コロナウイルス感染症予防の対応のため、
養成講座を受講した時とは状況が大きく変わりました。
感染対策をしっかりと行った上で、開催しなければなり
ませんでした。事務局より詳しい感染防止の指示をいた
だいていたので、子育て支援総合センターの方と共に実
施場所の感染防止のための色々な準備を行いました。参
加者には手洗いや手指消毒、体温測定、マスク着用をお
願いしました。セッションの内容も変更になり、輪にな
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って座る時のお母さんや赤ちゃんを寝かせる場所にもマ
ークをつけ、ペアやグループになって話し合う時にもソ
ーシャルディスタンスを保てるように、間隔や座る向き
を工夫しました。また、密になってしまった時には、そ
の都度声を掛けるようにしました。さらに、空気清浄機
を使用し、窓を開けて常に換気をしました。迎える私た
ちも同じように、しっかり感染防止対策を行い実施しま
した。親子のふれあいタイムでの抱っこ大会では、ペア
の方の赤ちゃんを抱かせてもらうことをせず、自分の赤
ちゃんを抱いて隣の参加者と「ばぁ！」とお顔を見せ合
うようにしました。他の赤ちゃんを抱っこ出来なかった
のは残念だと思いましたが、参加者は隣の赤ちゃんに優
しく笑いかけ、赤ちゃんもニコニコと嬉しそうに笑った
り「あー、うー」とお話したりして、ほっこりする場面
もありました。

失敗もたくさんしながら
　色々な制限がある中でのセッションでしたが、一緒に
セッションを進めていくファシリテーターの保育士が、
長く同園で勤務した先輩保育士でしたので、事前に具体
的なアドバイスをもらいながら進める事ができ、恵まれ
た環境でした。しかし、失敗が多くありました。自分な
りに準備をして臨んだのですが、緊張して言い間違えた
り、飛ばしたり、早口になった上にマスクをして話をす
るので、声が届きにくかったことなど、ありました。
　２回目は令和３年５月に実施しました。今回も感染防
止の対策を行い実施しました。
　２回目ということもあり、私自身も見通しをもって臨
むことができたので、前回よりは参加者の表情を見なが
ら話すことが出来ました。しかし、参加者同士の話が盛
り上がった時に、次へと進められるように促すことが難
しく、言葉に詰まってしまうことが何度もありました。
色々と迷うことがありましたが、担当サポーターの先生
に助言をいただいて、事前に全体に対して時間をお知ら
せしたり、グループごとに声を掛けたりしました。少し
ずつですが、ファシリテーターとして落ち着いて進めて
いこうと思いながら取り組みました。

育児に前向きな感想
　参加者はコロナ禍での出産、育児をしておられ、コロ
ナ前のように里帰り出産をしたり、親に手伝ってもらっ
たりすることが出来ない方が多くおられました。また、
同じような月齢の子どもを持つお母さんが集う場も制限
されて、自分のことや赤ちゃんのことを人と話す場がな
い方が多く、セッションに参加して、自分で悩んでいる
内容が他のお母さんも悩んでいることを知り、「自分だ
けじゃないんだと分かり、安心して心が軽くなった」と
話してくださいました。感染防止のために外出を最低限
にして、自宅で育児をされている多くの方は、パートナ
ーが帰宅するまで誰とも話をしない日もあり、週に１回
のセッションに赤ちゃんを連れてきて、おしゃべりした
り、お互いの話に共感しあったりすることで、「次の１

週間がストレス無く過ごせる」と言われる方もいました。
さらに、セッションが進むに連れて、参加者が打ち解け
て連絡先を交換したり、生駒市の子育て支援の遊び場に
一緒に参加されたりする方もおられました。４回目のピ
エロバランスの後の一言では「『最初から一人前のお母
さんなんていない』とテキストにあったように、悩みな
がらも自分なりの子育てをしていきたい」「子どもがい
るからできないのではなく、子どもがいるけどできる事
や子どもがいるからできる事に気づいていきたい」「パ
ートナーには察して欲しいとイライラしていたが、言葉
で伝えていこうと思う」など、前向きなお話が多くあり
ました。最後のアンケートの中には「完璧な子育てと思
ってしまっていたけど、70％くらいが自分自身にも余
裕が出来て良い子育てになると思った」「同じくらいの
月齢の子のお母さんたちと、同じ悩みや育児について話
ができ良かった」「『赤ちゃんは困らせてやろうと思っ
て泣いているのではない』ということを考えて接するこ
とができるようになった」など、多くの方から育児に対
して前向きな思いで向き合えるようになったとの感想を
いただきました。

必要な支援を学ぶ貴重な経験
　私自身まだまだファシリテーターとしての経験が浅く、
ゆったりと参加者の様子を見ながらセッションを進める
ことは難しいですが、私が出会った参加者の皆さんはコ
ロナ禍でもできる範囲で人とつながろうという思いを持
ち、積極的に交流しておられました。その中で多くの気
付きを自分の生活に置き換えて考え、『自分なりの育児
をしていこう！』と前向きな気持ちになって帰られまし
た。色々なお話を伺っていると、新型コロナウイルスに
感染しないように赤ちゃんを守りたいという思いと、コ
ロナ禍で色々な制限があるけれども人と繋がりたいとい
う思いが同時にあり、皆さん模索されていることが感じ
られました。
　コロナ禍で参加者の多くは、日中をお子さんと2人で
過ごし、話す相手や相談相手が近くにいない中で、初め
ての子育てをしておられました。涙が出てくる日もあっ
たとお聞きし、子育て支援の大切さを実感する中で、
BP1プログラムのセッションに参加されたことをきっか
けに、安心し、自分の本当の思いに気付かれたり、本音
を話して交流されたりすることが大きな支えになると感
じました。
　私自身、ファシリテーターとして参加させていただく
ことにより、お母さん方の思いや、今どのような支援を
必要とされているのかを学ぶ貴重な経験をさせていただ
きました。今後もセッションをより深く理解し、スムー
ズに進行できるように、ファシリテーターとして技術の
向上を心掛けたいと感じました。そして、子育ての共感
の輪が地域に広がり、『子育てしやすい
まちづくり』を常に意識し、子ども達の
健やかな成長を願いながら保育を進めて
いきたいと思います。

－ 7 －


	会報_No204_1
	会報_No204_2
	会報_No204_3
	会報_No204_4
	会報_No204_5
	会報_No204_6
	会報_No204_7
	会報_No204_8
	会報_No204_9
	会報_No204_10
	会報_No204_11
	会報_No204_12

